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Abstract 

To establish adequate and efficient social 

communications, demonstratives play an essential role 

by indicating which object is the referent of ongoing 

communication. It is suggested that demonstratives are 

present in all languages and physical distance is a 

prominent feature of its use and comprehension. 

However, it is possible that it is actually reachability 

rather than physical distance that determines 

demonstrative use. Therefore, we investigated the 

effect of reachability on demonstrative use while 

precisely controlling the physical distance between the 

pointing finger and referent. The results showed that 

physical distance but affected the frequency of 

demonstrative use and reachability did not. 
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1. 目的 

  人間は言語情報や非言語情報を介して、特定の

事物・概念（指示対象）について、どう思ってい

るか（意図）／どういうものか（意味）を伝え合

い、コミュニケーションを行っている。指示対象

の特定に重要な役割を果たしていると考えられる

のが指示詞である。指示詞はすべての言語に存在

し、発達的に初期に獲得されることから、非常に

原初的な言語であるとされる (Diessel, 2006)。全

ての言語において、指示詞使用・理解の基準とし

て物理的距離が仮定されており、近接指示詞（例. 

日本語の「これ」）は物理的に近い対象物に使用さ

れる。また、これまでの実証的研究からは、発話

者が道具(棒)を用いた際には近接指示詞の使用範

囲が拡大することが示された(英語、スペイン語: 

Coventry et al., 2008; 日本語: 遠藤, 1988)。 

上記の結果から、距離ではなく、実は到達可能

性が指示詞使用の基準となっている可能性が考え

られるが、これまでの研究の実験デザインでは、

道具を介して身体の一部が伸びたことにより到達

可能性が高くなったことによるのか、身体の先端

からの物理的距離が短くなったことによるのか、

不明確である。そこで、本研究では、身体の先端

からの物理的距離を統制した上で障害物を用いて

到達可能性を実験的に操作し、検討を行った。 

 

2. 方法 

 理工学部大学生 10 名が実験に参加した。到達可

能性を操作するため、手元の拘束性に強弱を持た

せる障害物（容器）つきの装置を独自に作成した

(図 1)。手が容器に 3 方を囲まれ、容易には対象物

に到達できない「壁有条件」、容器に囲まれている

が前方の扉を通して直進的に対象物に到達できる

「壁無条件」、容器の土台しか存在せず、障害物が

ないため、容易に到達できる「フリー条件」の 3

つの条件を設定した。実験装置上には対象物を置

く位置を同一にするため指先から 10cm（参加者か

ら 60cm: 「これ」の使用範囲限界）、30cm（参加

者から 90cm）の地点に印を設置した。参加者と実

験者から 10cm地点の対象物まで、それぞれ 60cm

となるよう計測し、座る位置を決定した（図 2）。

対象物として赤、青の 2 種類の瓶を用いた。 

すべての課題において、各ブロック内で 3 つの

容器のいずれかを用い、10cmもしくは 30cm地点

において連続して 4 試行（指示詞課題）もしくは
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2 試行（知覚距離課題、到達時間推定課題）行っ

た。指示詞試行では対象物となる瓶（赤/青）を 2

試行毎に変えた。6 つのブロックの順番は参加者

間でランダマイズされた。各試行開始直後、参加

者は実験器具に手を入れ、対象物に対し指差しを

行った。その直後、指示詞課題では実験者が「あ

なたが瓶を私に取って欲しいとき何と言います

か」、知覚距離課題では、「あなたの指先から瓶ま

での距離は何センチに感じられますか」、推定到達

課題では「瓶を掴むまでにかかる時間は何点何秒

かかると思いますか」と質問し、参加者は口頭で

回答を行った。 

各指示詞（これ/それ/あれ）を使用した平均回

数、平均知覚距離、平均推定到達時間について、

障害物（壁有/壁無/フリー）及び距離（10cm/30cm）

を参加者内要因として 2 要因分散分析を行った。

多重比較にはライアン法を用いた。 

 

 

図 1. 3 条件の実験器具. 

(a)壁有条件,(b)壁無条件,(c)フリー条件. 

手前の印は指先の位置を統一するためのマーク。

器具はいずれも透明であり、参加者は壁(ブルーに

着色)の反対側の開口部から手を差し入れた。 

 

図 2. 実験装置(俯瞰図)と対象物。 

10cmと 30cmのいずれかの地点に対象物 

（瓶：赤/青）を置いた。 

 

3. 結果・考察 

指示詞課題では、「これ」の使用における距離の

主効果が有意であった（F（1,18） = 36.70, p < .01）。

10cm地点（M = 2.9 回）では 30cm地点（M = 0.2

回）より「これ」が多く使用された(図 3)。「それ」

においては、有意な差はなかった（all ps > .05）。

「あれ」の使用においては、距離の主効果が有意

であった（F（1,18） = 5.87, p < .05）。10cm地点

ではまったく使用されず、30cm地点においては使

用があった(M = 1.5 回)。すべての指示詞使用にお

いて、障害物の効果（all ps > .05）および交互作用

（all ps > .05）は有意ではなかった。 

知覚距離課題では、距離の主効果が有意であっ

た（F (1,18) = 94.49, p < .01）。参加者は 30cm地点

(M = 26.0cm)より 10cm地点(M = 9.15cm)を近いと

認識していた。障害物の効果（p > .05）および交

互作用（p > .05）は有意ではなかった。 

推定到達時間課題では障害物の主効果（F (2, 18) 

= 6.454, p < .01）、距離の主効果（F (1, 18) = 19.48, p 

< .01）、交互作用（F (2, 18) = 7.71, p < .01）のいず

れも有意であった。交互作用についてさらに検討

するため、単純主効果の検定を行った結果、10cm

地点（F (2,36) = 5.78, p < .01）と 30cm地点（F (2,36) 

= 7.39,  p < .01）の両方で障害物の単純主効果が
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見られた。10cm 地点においては、フリー条件(図

4; M = 0.80 秒)の方が、壁有条件(M = 1.63 秒)より

も早く到達すると、参加者は知覚していた。また、

壁有条件(M = 1.63秒)と壁無条件(M = 1.16秒)の間

には差はなかった。30cm地点においては、フリー

条件(M = 1.59 秒)は、壁有条件(M = 2.35 秒)、壁無

条件(M = 2.45 秒)のいずれよりも推定到達時間が

短かった。以上の結果より、到達可能性は操作で

きていたと考えられる。 

 

 
図 3. 各条件における指示詞使用の割合 

 

 

図 4. 各条件における推定到達時間 

 

4. 結論 

指示詞使用において、到達可能性の効果は統計

的には見られず、距離の効果は各課題において一

貫した差が見られた。この結果は、これまで考え

られてきた指示詞使用における物理的距離の重要

性と頑健性を再認するものである。指差しの先端

と対象物との間の距離が 30cm のときは、手への

拘束性がなく障害物がまったくない状況において

のみ「これ」の使用が見られ、障害物がなく到達

可能性が十分に高い場合にのみ「これ」の使用が

起きることが示唆されたが、参加者数が少なかっ

たこともあり（N=10）、統計的に有意な結果には

至らなかった。参加者数の十分な確保が必要であ

ると考えられる。また、本実験では障害物（容器）

によって操作し到達可能性の影響を検証したが、

いつでも腕を抜いて対象物に到達する事ができる

ため、指示詞使用への効果が弱かった可能性があ

る。今後は、到達可能性を他の方法で操作するこ

となどにより、指示詞使用の基準についてより詳

細に検討することが期待される。 
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